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１．はじめに  

高速道路リニューアルプロジェクトは、2015 年 3

月 25 日付で国土交通大臣からの許可を受け、以降今

日に至るまで、高速道路各社において推し進められ

ている。その中でも床版取替工事においては、各企業

で新たなプレキャスト PC 床版の接合工法が開発さ

れ、多くの工事で種々様々な接合工法が採用されて

いる。本稿では、超高強度繊維補強コンクリートを用

いた床版接合工法について、施工後、交通解放した３

年間の経過観察を行い、接合部の現場施工の方法や

品質管理手法の妥当性を検証し健全性を確認した結

果について報告する。 

 

２．計測方法と計測値の検証方法 

中央自動車道の中津川 IC～園原 IC 間に位置する

「松ヶ平橋（下り線）」を対象に、床版取替え施工後、

床版接合部に着目した変位計測を 3 年間実施した。

橋梁平面図と計測位置を図-1 に示す。計測期間は、

2018 年 10 月～2021 年 9 月、P7～P8 径間の床版接合

部に亀裂変位計を 2 点／断面、輪荷重の位置を考慮

して設置した。また、床版温度および外気温をそれぞ

れ 1 点ずつ設置し、常時計測を行った。亀裂変位計

の設置概要を図-2 に示す。計測値の検証方法は、亀

裂変位計により、得られた変位量から温度変化によ

るものを差し引いて算出された値が弾性変位領域で

の挙動であることを確認するとともに、接合部の近

接目視により、クラックや目開きの変状が出ていな

いことを確認することとした。 

 

３．経過観察結果と考察  

図-3に 3 年目（2020/10～2021/9）の 1 年間の亀裂

変位計の計測結果、床版および外気温の測定結果を

示す。また、図-4 に計測結果の一例として、2021 年

9 月の経時変化を示す。ここで、温度変化による各部
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図-1 橋梁平面図と断面図、計測位置 

 

 
図-2 亀裂変位計の設置概要図 

計測位置 
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材の変形量ｘを上記の式（１）にて算出する。測定機

器は図-2 に示すように、変位計と固定用の金具で構

成されている。測定部と固定金具では、線膨張係数が

異なることから、その差を理論誤差として差し引く

必要がある。 

ここでコンクリートとスリムクリート、固定金具

の線膨張係数αは、それぞれ 1.1×10-5(/℃)と 1.07×

10-5(/℃)と 2.4×10-5(/℃)である。   

検証として、図-4 で示した 2021 年 9 月 10 日～9

月 11日の床版温度変化と亀裂変位計の測定値に着目

する。この時の温度変化量Δt は 6℃、図-2 から部材

長 L は、測定部が 500 ㎜（PC 床版 290 ㎜+スリムク

リート 210 ㎜）であり、固定金具は測定部の部材長

から変位計寸法 64 ㎜を差し引いた 436 ㎜となる。   

これらの条件から、測定部と固定金具の理論上の

変形量 x は、測定部で 0.032mm、固定金具で 0.067mm

となり、その差が温度変化による弾性変形量

0.035mm となる。 

図-4 の検証位置では、変位計の相対変位は走行・

追越共に 0.04mm であり、理論値とほぼ等しく、他の

計測値の挙動傾向も同様であることから、計測結果

の変位は温度変化による弾性変形であり、床版接合

部は健全であると言える。また、3 年経過後の計測箇

所の近接目視の確認においても、写真-1 のようにひ

び割れ等の変状は確認されず、理論値の裏付けを確

認することができた。 

 

４．まとめ  

本稿では、超高強度繊維補強コンクリートを用い

た床版接合工法に対して、交通解放後 3 年間に渡る

経過観察の結果について報告した。一般的に床版接

合部は、現場打ち施工のため、弱点になりやすいと言

われているが、今回の検証結果から超高強度繊維補

強コンクリートの信頼性と現場打ち施工の方法や品

質管理手法が適切であり、施工後の健全性を証明す

ることができたと考える。 

 

 

図-3 計測結果（温度変化ノイズは削除） 

 

 

図-4 2021 年 9 月の経時変化 

 

写真-1 計測器撤去後 全景（追越側） 

 

写真-2 計測器撤去後 全景（走行側） 
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